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1.本書は、東大阪市教育委員会文化財課が、東大阪市建設局下水道部の委託を受け、平成21年 12

月～平成22年 12月末日まで実施した公共下水道管きょ築造工事などに伴う埋蔵文化財調査の概要

報告である。

2.本書には辻子谷遺跡・芝ヶ丘遺跡・鬼塚遺跡・花草山古墳群・縄手遺跡・上六万寺遺跡 。西ノ

辻遺跡・石凝寺跡・馬場遺跡・神並遺跡 。芝坊主山遺跡・鬼虎川遺跡 。みかん山古墳群・植附遺

跡・山畑古墳群 。神並古墳群 。出雲井遺跡群の概要を収録した。

3。 現場はオ原金弘・佐藤由美・奈良拓弥、遺物整理は現場担当者がおこない、報告の分担は各章

の表に記した。

4。 本書に収録した写真は、各担当者が撮影した。

5.土色名に数字が入っているものは、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に準じている。

6.土層断面図の深さは現場地表面が Omである。

7。 調査の実施にあたっては、東大阪市上下水道局下水道部のご協力のもと、施工業者ならびに近

隣市民の方々のご協力を賜った。これらの方々に記して感謝いたします。
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第 1章 平成22年度の下水道関係調査について

下水道管埋設工事に伴う発掘調査を平成11年度より東大阪市教育委員会が実施しており、12年が経

過した。調査は今年度でほぼ完了した。

今年度の調査件数及び調査内容の概略は下記の調査一覧表に記した。調査にあたり下水道部と文化

財課で協議したが、今年も工事は道幅の狭い旧集落内や道路の迂回路が確保できない場所が多 く立会

調査が中心になった。また、交通量の問題や地域住民との協議から夜間工事になり、調査を断念した

遺跡もある。

今年度は工事区間の短いものが多く、調査成果にも反映されていた。そのため、ほとんどの工区で

遺構、遺物を確認することができなかった。

今回の収録した調査は平成21年 12月 1日 より平成22年 12月 31日 までのものである。

平成22年度下水道工事に伴う埋蔵文化財の調査一覧表

平成22年 12月 31日

届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調査 調査期間 調査結果・所見

1 21-234 ]f司辟769 辻子谷遺跡
平成20年度第 7工区公共下水
道管きよ築造工事

中石切町 1丁 目
629-6

発 掘

21103

21125
第 2章で報告。

2 21-273 下事837 芝ヶ丘遺跡 平
成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (7-1)

中石切町 4丁 目
2137～ 2141

立会 211121 蜘構．遣物‐ょ弟
鋼
雄障

立
た
検

3 21-283 可゙ヨ]878 鬼塚遺跡 平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (3-2)

新町4051、 5、 6、
437-2、  438-1

立会

22114

22125
第 3章で報告。

4 21-284 下事881 花草
山古墳

群
平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (6-2)

上四条町1260-
1、  2、  6、  10

立会

211130

21128

立会調査を実施し
たが遺構・遣物は
検出できなかった。

5 21-285 下事285 縄手遣跡 平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (6-3) 南四条町781-1 立会

22113

22120
第4章で報告。

Cl 21-372 下事1005
上六万寺遺
跡

平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (8-1)

上 六 万 寺 町
14192～ 六万寺
町 1丁 目1422-2

立会 物・郷
第 5章で報告。

21-378 下事38 西ノ辻追跡 平成
21年度公共下水道第 6工
区管きょ築造工事

弥 生 町14531
-1564-1 立会

22.317

224_9 蜘構．遺物‐ょ弟
鋼
雄瞭

立
た
検

8 21-402 下事76 石凝寺跡
・

馬場遺跡
平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (4-3)

日下 町 2丁 目
1444-1

立会

2231

2238

立会調査を実施し
たが遺構 。遺物は
検出できなかった。

9 21-403 下事77 神並遺跡 平成21年度公共下水道第105
工区管きょ築造工事

東石切町 1丁 目
730- 837-4 立会

22.317

22.521
第 6章で報告。

21-404 下事64 芝坊
主山遺

跡
平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (1-2)

東石切町 6丁 目
1614´-1615 立会

22317

22423
第 7章で報告。

ll 21-409 下事81 花草山古墳
群

平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (4-4) 上四条町■918 慎重 工事実施。

21-447 下事152 芝坊
主山遺

跡
平成21年度公共下水道第201
工区管きょ築造工事

目丁
町

１刷
‐４．８、

東
Ｖ

立会
22510

2267
第8章で報告。

21-477 下事195 鬼塚遺跡 平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (7-4)

箱殿町610-4～
617-2

立会

22421

22510
第9章で報告。

22-56 下事361 鬼虎川遺跡 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (1-5)
宝 町152811～
1673-1

立会

22831

22910
第10章で報告。
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届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調整場所 調査 調査期間 調査結果・所見

22-57 下事364 稲棄遺跡 平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (4-4)

稲 葉 2丁 目
164-3、  165-3 慎重

工事実施。

22-98 下事410 みか
ん山古

墳群
平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (2-4)

東豊浦町10962
～ 1097-3

立会２２．６．２・翔
第■章で報告。

22-105 下事420 植附遺跡 平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (3-5)

西石切町 2丁 目
388-1

立会 豹・翔
第12章で報告。

22-107 下事436
山畑・花草
山古墳群

平成21年度公共下水道管きょ
築造工事 (8-4) 上四条町1290-ユ 立会

2267

22.6.22
第13章で報告。

22-186 下事576 神並古墳群 平成
22年度公共下水道第102

工区管きょ築造工事
東石切町 2丁 目
1105-11

立会

221026

22.115
第14章で報告。

22-242 下事683 出雲井遺跡群
平成22年度公共下水道管きょ
築造工事 (5-1) 出雲井町438 立会

22.118
221124 第15章で報告。

22-243 下事686 出雲井遺跡群
平成22年度公共下水道管きょ
築造工事 (1-1)

出 雲 井 本 町
197-3

立会

22101

22.10.12
第16章で報告。

22-270 下事726 西ノ辻遺跡 平成
22年度公共下水道管きょ
築造工事 (2-1) 東山町1081-2 立会

2211.24

22.12.10
第17章で報告。

22-287 下事754 辻子谷
・植

附遺跡
平成22年 度公共下水道第104
工区管きょ築造工事

中石切町 1丁 目
624-3

立会
平成22年 10月 20日
受付

24 22-366 下事882 花草山古墳群
平成22年度公共下水道管きょ
築造工事 (6-3)

上六万寺町■62
～ 1820-2 慎重 工事実施。

22-367 下事885 池島
・福万

寺遺跡
平成22年度公共下水道第工区
管きょ築造工事

目
び丁叛
・６

５

８
．
６８
訓
・３．７＋

池
７０
６８

慎重 工事実施。
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名 称 内 容

1 事 業 名 平成20年度公共下水道第 7工区管きょ築造工事

2 調 査 地点 東大阪市中石切町 1丁 目629-6

3 調 査 面積 491N

4 調査期 間 平成21年 10月 3日 ～ 12月 5日 (延べ 10日 )

5 報告担 当 オ原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は石切小学校の

北東である。当地点は辻子谷遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、/nt

掘調査をおこなうことになった。工事範囲は7.6× 6.4mであり、開削工法で

ある。

づ し だ に

第 2章 辻子谷遺跡の調査

調査地点位置図 (ν2500)

CEl

Fご〒

A地区 3

―

石
切
笥

一
丁
型

プーん
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A地区調査地遠景

土層断面柱状図

1.調査の概要

A地区の層序

第 1層 埋土。
2.ま とめ

発掘調査を実施したが、旧池の埋土であ

り、遺構 。遺物は検出できなかった。

A地区調査状況

A地区調査状況

-5-



第 3章
お 1こ づ か

鬼塚遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (3-2)

９
， 調査 地点 東大阪市新町405- 1、  5、  6、 437-2、  438- 1

3 調 査 面積 21ゴ

4 調 査 期 間 平成22年 1月 14日 ～ 1月 25日 (延べ 4日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は枚岡西河ヽ学校

の西である。当地点は山畑・花草山古墳群内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0,7～ 09mで長さ

27mの間であり、開削工法である。

5

3
」 ①

戸

中 央 紙 業

A地区

|◆

調査地点位置図 (刊 /2500)

一

ヨ

一
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A-2地区

-lm

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-2地 区の層序

第 1層 盛土。

第 2層 暗灰色 (N3/0)粗粒砂～小礫
混じり粘質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A地区調査地遠景

A-2地 区調査状況

A-2地 区土層断面

-7-



な わ て

第 4章 縄手遺跡の調査

A地区

l

軋
A4地区とA-2地区

□
　
校
５，６
学

。

回

Й挙手小

ψ
国
週
　
口

鰐
・厘
鵬

名 称 内 容

事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (6-3)

2 調査地点 東大阪市南四条町781-1

3 調査面積 13�

4 調査期 間 平成22年 1月 13日 ～ 1月 20日 (廷べ 4日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は縄手小学校の

東である。当地点は縄手遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調

査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0,9mで長さ16mの間であ

り、開削工法である。

調査地点位置図 (1/2500)

-8-



A-2地 区 A4地 区

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-2地 区の層序
第 1層 盛土。
A-4地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層  黒色 (7.5YR2/1)粗 粒砂混 じ

り粘質シルト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A地区調査地遠景

A-2地 区土層断面

圏麗協霊

-9-
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かみろ くまん じ

上六万寺遺跡の調査第 5章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (8-1)

2 調査 地点 東大阪市上六万寺町1419-2～六万寺町 1丁目1422-2

8 調査 面積 29至だ

4 調査期 間 平成22年 2月 22日 ～ 3月 8日 (廷べ 6日 )

5 報告 担 当 オ原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は縄手中学校の

南東である。当地点は上六万寺遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、

立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0.8～ 09mで長さ34mの

間であり、開削工法である。

儡 ■ヽ 一

調査地点位置図 (1/2500)
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A-3地区 A4地 区

A地区調査地違景

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-3地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 灰責褐色 (10YR4/2)中粒砂混
じり砂質シルト。

第 3層 責灰色 (2.5Y5/1)砂 質シル ト。

第 4層  明褐色 (7.5YR5/6)細 ～粗粒

砂混じり砂質シルト。

A-4地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層  にぶい責褐色 (10YR5/3)細 ～

中粒砂混じり砂質シルト。

第 3層 黄灰色 (2.5Y5/3)砂質シルト。

第 4層  明褐色 (7.5YR5/6)粗 粒砂混
じり砂質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A-3地 区土層断面

A-4地 区土層断面

-11-



こうなみ

神並遺跡の調査第 6章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道第105工区管きょ築造工事

９

留 調査 地点 東大阪市東石切町 1丁 目730～ 837-4

3 調 査 面積 841ぽ

4 調査 期 間 平成22年 3月 17日 ～ 5月 21日 (延べ10日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄けいはん

な線新石切駅の北東である。当地点は神並遺跡内に位置し、下水道部と協議

した結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0.8～ 15mで

長さ74mの間であり、開削工法である。

|

―

I

盾
「T
〔丁

調査地点位置図 (1/2500)
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A7地 区 A-12地 区

― ― ― - lm

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-7地 区の層序
第 1層 盛土。
A-12地区の層序

第 1層 盛土。
2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。 iF「
「.~▼、こ::■|

‐ 争

|ミ

懲
・

■

A地区調査地遠景

A-7地区上層断面

一

A-12地区土層断面
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しばぼ うずや ま

芝坊主山遺跡の調査第 7章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (1-2)

2 調 査 地 点 東大阪市東石切町 6丁 目1614～ 1615

つ
０ 調査 面積 45Eぽ

4 調査期 間 平成22年 3月 17日 ～ 4月 23日 (廷べ 5日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線石

切駅の北西である。当地点は芝坊主山遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0.9mで長さ

53mの間であり、開削工法である。

k」羅吟ft

調査地点位置図 (1/2500)
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A2地 区 A5地 区

A地区調査地遠景

土層断面柱状図

1。 調査の概要

A-2地 区の層序
第 l層 盛土。
A-5地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層  橙色 (7.5YR7/6)粗粒砂～大
礫混じり砂質シル ト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A-2地 区土層断面

A-5地 区土層断面
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しばぼうずや ま

芝坊主山遺跡の調査第 8章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道第201工区管きょ築造工事

2 調査地点 東大阪市東石切町 6丁 目1714-8、 10

つ
０ 調査面積 90ゴ

4 調 査 期 間 平成22年 5月 10日 ～ 6月 7日 (廷べ 8日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線石

切駅の北西である。当地点は芝坊主山遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 15mで長さ

95mの間であり、開削工法である。

幽 哩

ミ

一

稀
朝

脇

応

B地区
ハ

2
託茅
`ple fAl地区

娯
璽醍

謁 υ

①

調査地点位置図 (1/2500)
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A-1地区 A-9地区

― ― ― - lm

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 橙色 (7.5YR6/8)粗 粒砂～大

礫混じり砂質シルト。

A-9地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 橙色 (7.5YR6/8)粗 粒砂～大

礫混じり砂質シルト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかった。

A地区調査地遠景

fr■ |
■二学ことェ

FI

A-1地 区土層断面

A-9地 区土層断面
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第 9章
お 1こて)か

鬼塚遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (7-4)

2 調査地点 東大阪市箱殿町610-4～ 617-2

０
じ 調査面積 23rだ

4 調 査 期 間 平成22年 4月 21日 ～ 5月 10日 (延べ 3日 )

5 報告担 当 オ原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は枚岡中学校の

東である。当地点は鬼塚遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調

査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 09mで長さ27mの 間であ

り、開削工法である。

枚
昼≦とこ甲埓蓬

綿 二督括
調査地点位置図 (1/2500)
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Al地 区 A2地 区

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
A-2地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 暗灰色 (N3/0)中 粒砂～中礫
混じり砂質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A― 刊地区土層断面

A-2地 区土層断面
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査調の跡遺
わ
Ｈ
Чつ朗第10章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (1-5)

９

， 調査 地点 東大阪市宝町1528-11～ 1673-1

つ
０ 調査 面積 371N

4 調査 期 間 平成22年 8月 31日 ～ 9月 10日 (廷べ 5日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は東大阪市立学

校給食センターの南である。当地点は鬼虎川遺跡内に位置し、下水道部と協

議した結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0,8～ 0,9m

で長さ43mの 間であり、開削工法である。
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調査地点位置図 (1/2500)
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A-1地区

A地区調査地違景

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
A-3地 区の層序
第 1層 盛土。
2. まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A-1地 区土層断面

A-3地 区土層断面
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名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (2-4)

2 調 査 地 点 東大阪市東豊浦町1096-2～ 1097-3

8 調 査面積 871ぽ

4 調査期 間 平成22年 6月 2日 ～ 6月 29日 (廷べ 6日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線額

田駅の南東である。当地点はみかん山遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0.9mで長さ

103mの 間であり、開削工法である。

第11章
やま

みかん山古墳群の調査

h＼爬
A5地区
《 夕・/^

A3地区

η
７
）
ア
た
″

調査地点位置図 (1/2500)
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A3地 区 A5地 区

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-3地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 黄灰色 (2.5Y6/1)粗粒砂～大

礫混じり砂質シルト。

A-5地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 灰白色 (2.5Y7/1)細～粗粒砂
混じり砂質シル ト。

第 3層  黄灰色 (2.5Y5/1)粗粒砂～大

礫混じり砂質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A-3地 区土層断面

A-5地 区土層断面
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第12章
坂
植附遺跡の調査

調査地点位置図 (1/2500)

つ け

コ

Ⅲ

勁

殉

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (3-5)

９
２ 調 査 地 点 東大阪市西石切町 2丁 目388-1

つ
０ 調査面積 7だ

4 調査期 間 平成22年 6月 8日 ～ 6月 29日 (廷べ 3日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は石切小学校の

西である。当地点は植附遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、立会調

査をおこなうことになった。工事範囲は20× 1.5mの 立坑と幅約0.8～ 0,9m

で長さ4mの開削工法である。

迎
＼ぶるヽ
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Al地 区

土層断面柱状図

A地区調査地遠景

A-1地 区土層断面

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 黒褐色 (7.5YR3/1)粘質シル ト。

第 3層 淡黄色 (2.5Y8/4)砂 質シル ト。
2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

B地区調査地遠景
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やまはた  はなくさやま

山畑・花草山古墳群の調査第13章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成21年度公共下水道管きょ築造工事 (8-4)

2 調査地点 東大阪市上四条町1290-1

つ
０ 調査面積 49fド

4 調査期 間 平成22年 6月 7日 ～ 6月 22日 (延べ 4日 )

5 報告担 当 オ原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は上四条小学校

の南東である。当地点は山畑・花草山古墳群内に位置し、下水道部と協議し

た結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約0,8～ 0.9mで長

さ58mの間であり、開削工法である。

・51.0

上 囲 条 小 学

A地区

調査地点位置図 (1/2500)
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Al地 区 A5地 区

一　

　

　

　

　

　

　

　

】

守
ゝ
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．
一
A地区調査地遠景

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
A-5地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 緑灰色 (10GY6/1)粗粒砂～大

礫混じり砂質シルト。

2. まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。 A-1地 区土層断面

A-5地 区土層断面
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こうなみ

神並古墳群の調査第14章

名 称 内 容

1 事 業 名 平成22年度公共下水道第102工区管きょ築造工事

2 調査 地 点 東大阪市東石切町 2丁 目1105-11

3 調 査 面 積 32rぽ

4 調 査 期 間 平成22年 10月 26日 ～ 11月 5日 (廷べ 3日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線額

田駅の北西である。当地点は神並古墳群内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 09mで長さ37

mの間であり、開削工法である。

V
′Ⅲ―
~

ヽ①

調査地点位置図 (1/2500)
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A-1地点 A-3地点

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 責褐色 (10YR5/6)粗 粒砂混じ

り砂質シル ト。

A-3地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 黄褐色 (10YR5/6)粗 粒砂混じ

り砂質シルト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかった。

A地区調査地遠景

A-1地 区上層断面

A-3地 区土層断面
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第15章
い づ も ヽヽ

出雲井遺跡群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成22年度公共下水道管きょ築造工事 (5-1)

の
る 調 査 地 点 東大阪市出雲井町488

つ
０ 調 査 面 積 79rN

4 調 査 期 間 平成22年 11月 8日 ～ 11月 24日 (延べ 5日 )

5 報告担 当 才原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線枚

岡駅の北である。当地点は出雲井遺跡群内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0,9mで長さ94

mの間であり、開削工法である。

」‖超

⑬

①

調査地点位置図 (1/2500)
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A2地 区 A5地 区

A地区調査地遠景

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-2地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 灰色 (N4/1)粘質シルト。
A-5地 区の層序
第 1層 盛土。
2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかった。

A-2地 区土層断面

A-5地 区土層断面
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第16章
い づ も い

出雲井遺跡群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成22年度公共下水道管きょ築造工事 (1-1)

2 調査地点 東大阪市出雲井本町197-3

3 調 査面積 14だ

4 調 査 期 間 平成22年 10月 1日 ～ 10月 12日 (延べ 2日 )

5 報告担 当 奈良

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄奈良線の

南西である。当地点は出雲井遺跡群内に位置し、下水道部と協議した結果、

立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0,9mで 長さ16mの

間であり、開削工法である。

①寸

田
計
器
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A-1地区

-0.51n

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。

第 2層 黒褐色 (10YR3/2)粘 質
シルト。

2.出土遺物

1は、和泉型瓦器椀である。口縁

部のヨヨナデが広く、内面のヘラミ

ガキも疎らである。見込みの暗文は

平行線で、断面三角形の高台を有す

る。12世紀前半。 2は、大和型瓦器

椀である。口縁部をわずかに外反さ

せ、内面に段を有する。内外面とも

にヘラミガキが認められる。12世紀

前半①3は、土師質土器の羽釜である。

日縁部を屈曲させ、端部を内側へと

摘みあげる。胎土は精緻で、浅黄橙

色 (10YR8/3)を呈する。12世紀。

3.ま とめ

今回の調査において、平安時代末

～鎌倉時代にかけての遺物を確認す

ることができた。調査部分は、埋設

管により撹乱されていたが、調査地

A-1地 区土層断面

2

20cm
l             l

出土遺物実測図

区の壁や底面に遺物の包含層を確認することができた。これまで出雲井遺跡群では、遺跡範囲の東側

で古墳や遺構を検出していたが、遺跡の西側においても中世の生活痕跡を確認できたことは重要であ

る。

調査地は、扇状地上のやや平坦になっている箇所であり、付近一帯に包含層が良好に残存している

可能性が高い。今後の調査の進展によって、今回の調査を含めて遺跡の実態について明らかにしてい

きたい。

A地区調査地遠景
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名 称 内 容

事 業 名 平成22年度公共下水道管きょ築造工事 (2-1)

2 調 査 地 点 東大阪市東山町1081-2

つ
０ 調査面積 261ぽ

4 調査期 間 平成22年 11月 24日 ～ 12月 10日 (廷べ 5日 )

5 報告担 当 オ原

6 調査の経過

上記の地点で工事が実施されることになった。工事予定地は近鉄けいはん

な線新石切駅の南東である。当地点は西ノ辻遺跡内に位置し、下水道部と協

議した結果、立会調査をおこなうことになった。工事範囲は幅約08～ 0.9m

で長さ45mの間であり、開削工法である。

第17章
に しの つ じ

西ノ辻遺跡の調査
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A地区

調査地点位置図 (1/2500)
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A2地 区 A-6地区

-05m

土層断面柱状図

1.調査の概要

A-2地 区の層序
第 1層 盛土。
A-6地 区の層序
第 1層 盛土。
2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかった。

一
期

，

ｒ
，

´

　

　

　

　

．

A地区調査地遠景

A-2地 区土層断面

A-6地区土層断面
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第18章 下水道工事に伴う調査成果 (平成14～20年度)
1)平成14年度の調査成果

久宝寺遺跡第 2次立会調査

久宝寺遺跡は東大阪市大蓮南 。大蓮東一帯に広がる弥生時代～中世期の遺跡である。昭和57～ 60

年に中央環状線分離帯内で近畿自動車道路建設工事に伴う発掘調査が (財 )大阪文化財センターによっ

て実施された。当調査では弥生時代の建物跡や方形周溝墓、古墳時代の建物跡や河川などが確認され

た。また、古墳時代の準構造船も出土し、当時の航海技術を知る上で貴重な資料となった。

昭和60年には遣跡の西北に位置する久宝寺緑地公園内で (財 )東大阪市文化財協会によって発掘調

査 (第 1次調査)が実施された。当調査では弥生時代中期の方形周溝墓が 1基検出されている。方形

周溝墓は全形の約 1/2が確認され、マウンド頂部平坦面で東西長約 9m、 南北長約14mであった。
主体部は木棺墓 3基と土器棺墓 1基が確認され、 2号木棺墓より成人男性骨と共に石鏃が検出されて

いる。墓域が広範囲に存在することが明らかになった。

今回、遺構は検出することはできなかったが、古墳時代の遺物包含層を確認した。当地点まで古墳

時代の遺物包含層が広がることが確認された。

弥刀遺跡第 9次発掘調査

弥刀遺跡は東大阪市友井・近江堂・金岡一帯に広がる弥生時代～中世期の遺跡である。当遺跡は奈

良時代の人面墨書土器が発見され知られるようになった。第 1次調査では中世期の井戸や溝などが検

出され集落跡と考えられた。その後、弥生～古墳時代の建物跡などの遺構が検出されている。

今回の調査地は第 1次調査地の弥刀小学校内と同地点であった。調査では古墳時代～中世期の遺物

包含層と中世期の遺構を確認した。遺構は溝・井戸・土坑などがある。第 1次調査と同様の調査結果

が得られ、調査成果を追補することができた。

2)平成15年度の調査成果

岩滝山遺跡第 9次立会調査

岩滝山遣跡は東大阪市六万寺町 。上六万寺町一帯に広がる弥生時代～中世期の遺跡である。当遺跡

は弥生時代後期の高地性集落として山畑遺跡 (中期)と並んで著名である。調査では竪穴住居が多数

検出されている。また、当遺跡内には古墳時代後期の二本松古墳があり、古墳も多 く存在する。

今回の調査では弥生～奈良時代の遺物が出土した。特にB-3・ 4・ 9地区より5世紀末～ 6世紀
初頭の埴輪が多量に検出された。円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪がある。形象埴輪は盾形埴輪、人

物埴輪が確認できた。埴輪は狭い範囲内に集中しており、周辺に削平された古墳が存在する可能性が

高い。

3)平成16年度の調査成果

船山遣跡第 7次立会調査

船山遺跡は東大阪市六万寺町一帯に広がる縄文時代～中世期の遺跡である。遺構は古墳時代～中世

期のものが確認されている。古墳時代の遺構は土坑、中世期の遺構は井戸 。土坑・ピットなどがある。

井戸は四方に支柱を立て、横板を組み合わせた方形の木組みである。井戸内より須恵器・土師器・墨

書土器などが出土している。

―

‐
―
―
Ｉ
Ｌ
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今回の調査では古墳時代の上器や埴輪が出上した。埴輪は6世紀初頭と前半～中葉の 2時期のもの

がある。出上した埴輸は円筒埴輪や叡形埴輪 。家形埴輪・動物埴輪などの種類がある。出土状況など

からみて埴輪は削平された古墳のものと考えられる。遺跡の東側には生駒山の各尾根筋に築造されて

いる桜井・六万寺・花草山・山畑古墳群などの群集墳が存在する。当遺跡は扇状地に立地しており、

これらの古墳とは条件を異にする。近年、扇状地上に立地する遺跡の調査で埴輪の出土例が多く見ら

れ、削平された古墳が多く存在していたと考えられる。

植附遺跡第16次立会調査

植附追跡は東大阪市中石切町・西石切町一帯に広がる弥生時代～中世期の遺跡である。当遺跡は弥

生時代の遺跡として周知された。当遺跡では古墳時代の竪穴住居や小型低方墳などが検出されている。

今回の調査では狭い範囲内で埴輪が多量に出土した。埴輪は 6世紀初頭のものであり、円筒埴輪 。

朝顔形埴輪・甲冑形埴輪 。人物埴輪・盾形埴輪 。衣蓋形埴輸があり、種類が豊富である。出土状況な

どからみて埴輪は削平された古墳のものと考えられる。当遺跡の北に位置する第 5次調査では小型低

方墳が数基確認されている。小型低方墳には埴輪を伴っておらず、今回の調査資料を考える上では興

味深い。

4)平成18年度の調査成果

縄手遺跡第19次立会調査

縄手遺跡は東大阪市南四条町・末広町 。六万寺町一帯に広がる縄文～古墳時代の遺跡である。縄文

時代後期の竪穴住居 。炉跡・環状配石遺構などが確認され、著名な遺跡となっている。

今回の調査では縄文～弥生時代の上器が出土した。弥生時代の上器は中期のものであり、壺・細頸

重 。把手付きコップ形土器がある。細顎壷には櫛描文様が施されおり、櫛原体が 4種類を使用してい

る。当地域では櫛描文様が中期に盛行するが、櫛原体はほとんどが 1種類であり、多種類を用いるも

のは少ない。櫛描文様を研究する上では貴重な資料である。

皿池遺跡第 8次立会調査

皿池遺跡は東大阪市河内町・客坊町・喜里川町。本町一帯に広がる弥生時代～中世期の遺跡である。

弥生時代の竪穴住居や奈良時代の土器棺墓などが確認されている。

今回の調査では古墳時代～中世期の遺物が出上した。奈良～平安時代の遺物は須恵器・土師器・黒

色土器・製塩土器 。三彩陶 。瓦などがある。これらの遺物は東に隣接する河内寺跡関連のものと考え

られる。

5)平成19年度の調査成果

鬼虎川追跡第66次立会調査

鬼虎川遺跡は東大阪市弥生町 。西石切町 。宝町・新町一帯に広がる旧石器～江戸時代の遺跡である。

当遺跡は弥生時代の方形周溝墓・建物跡・環濠と考えられる大溝や多種多様の遺物が出土している。

弥生時代の大集落として著名である。

今回の調査では良好な布留式期の遺物包含層を確認した。南西約450mに位置する第36次調査地以

外は当時期の遺物は確認されていない。調査地周辺に当時期の集落が存在する可能性が高い。
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届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名 調整場所 調査 調査期間 調査結果

13-452 下事218 山畑古墳群 平成13年度公共下水道 3工区
菅きょ築造工事 瓢箪山町 立 会 ］・印

カ

告
代
　
輪

報
時
認
埴

度
墳
確

・

年
古
未
器

‐４

一
は
土

成
生
構
生
土

平
弥
遺
弥
出

13-575 下事259 法通寺跡 平成13年度公共下水道22工区
菅きょ築造工事

中石切町 1丁 目
641～ 596 立会

14225

14418

平成14年度報告
第 2次調査
古墳時代～中世期
遺構は未確認
須恵器・土師器・
土製品 。瓦が出土

13-577 1〒ヨ酵245 河内寺跡 平成13年度公共下水道21工区
菅きょ築造工事

河 内 町334、
336、  438～ 434 立会

13124

14612

と
口
報
　
認

度
　
確

年
　
未
土

・４
　
は
出

成
代
構
が

平
古
遺
瓦

14-25 下事9 段上遺跡 平成13年度公共下水道210工
区菅きょ築造工事

六万寺町 3丁 目
1145´～1128

立会

1448

1463
鵬査蠍線削蜘

年
調
古
未
器

・

‐４
次

一
は
土
器

成
１４
生
構
生
恵

平
第
弥
遣
弥
須
土

14-69 下事30 久宝寺遺跡 平
成14年度公共下水道大蓮東
小学校貯留浸透工事

大蓮南 2丁 目
325～ 337 確認 14,2.14

カ

告
代
　
器

報
古
認
恵

度

一
確
須

年
代
未

・

・４
時
は
器

成
墳
構
師
土

平
古
遺
土
出

14-71 下事29 五合田遺跡 平
成13年 度公共下水道204工
区菅きょ築造工事 御幸町715 立会

14722

14,1011 カ

上
口　
代
　
器

報
　
古
認
師

度
査

一
確
土

年
調
代
未

・

・４
次
時
は
器

成
４
墳
構
恵
土

平
第
古
遺
須
出

14-139 下事49 芝ヶ丘遺跡 平成
13年度公共下水道20工区

菅きょ築造工事
丁３
町
・
切
２
石
町
北
下

ヽ

日

目 立会

14325

14530
鵬醐儒鞘土

眸
・中除
器．潮

成
代
構
恵
器

平
古
遺
須
瓦

14-170 下事60 縄手遺跡 平成13年度公共下水道 6工区
菅きょ築造工事

南四条町～上
六万寺町

立会
1442

1411,12

平成14年度報告
縄文時代
遺構は未確認
縄文土器が出土

14-308 下事108 馬場川遺跡 平成13年度公共下水道67工区
菅きょ築造工事

横小路町 2・ 3
丁目

立会

14522

141114

生
四　　
　
　
　
　
一上

報
　
　
認
出

度
査
　
確
が

年
調
代
未
器

・４
次
時
は
土

成
１４
文
構
文

平
第
縄
遺
縄

14-325 下事113 上六万寺遺跡
平成13年度公共下水道43工区
菅きょ築造工事 南四条町 立会

14,7.5

14826

船
査

一中世期
線
胡
陶器．瓦
皿

年
調
代
未
器

・
が

・４
次
時
は
土
器
瓦

成
７
生
構
生
恵

。

平
第
弥
遺
弥
須
器

14-459 下事147 久宝寺遣跡 平成
14年度大蓮東学校雨水貯

留事業

大蓮 南 2丁 目
326、 327-1-1、
328～ 330

立会

14723

14118

船
査

一中世期
線
躯
妙

野畑
嗽昧
器．紅

成
２
墳
構
恵
式
土

平
第
古
遺
須
韓
出

14-458 下事146 弥刀遺跡 平成14年度弥刀小学校雨水貯
留事業

友井 1丁 目64、
78-5～ 11 発掘

犯
一
立

平成15年度報告
第 9次調査
古墳時代～中世期
古代～中世期の
溝・土坑・井戸・
ピットを確認
須恵器・土師器・
黒色土器・緑釉陶
器・瓦器・銭貨が
出土

平成14～ 20年度埋蔵文化財の調査一覧表
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届出番号 下水番号 遣跡名 届出の工事名 調整場所 調査 調査期間 調査結果

14-567 下事180 コモ田遺跡
平成14年 度公共下水道104工
区菅きよ築造工事

下六万寺町 1丁
目

立会

14.926

152.14

平成15年度報告
第4次調査
弥生時代
遣構は未確認
弥生土器が出土

14-684 下事205 半堂遺跡
平成14年度公共下水道12工区
菅きょ築造工事

六万寺町 1丁 目
172-2～ 198イ也 立会

1534

153,7

鵬
査

一中世期
綿
削
瓦器．埴

年
調
代
未
器

・
土

‐５
次
時
は
土
器
出

成
３
生
構
生
恵
が

平
第
弥
遺
弥
須
輪

15-8 下事5 芝ヶ丘遺跡
平成14年度公共下水道25工区
菅きよ築造工事

北石切町
1428-   1  ～
1872-2イ也

立会
1544

15.516

エ
ロ
報
　
認

度
　
確

年
　
未
土

・５
　
は
出

成
代
構
が

平
古
遺
瓦

15-193 下事54
上六万寺遺
跡

平成14年度公共下水道16工区
菅きょ築造工事

上六万寺町1421
-2～ 1429-16
他

立会

1551

15。 1127

鵬
査

一中世期
線
郷
帥

年
調
代
未
器

・

‐５
次
時
は
土
器

成
８
生
構
生
師

平
第
弥
遺
弥
土
土

15-209 下事82 日下遺跡 平成14年度公共下水道51工区
菅きよ築造工事

日下 町 3
1410-   1
1420イ也

丁 目

立会

15.56

15930

鵬

｝中世期
線
土師器．
土

酢
嗽
除
器．
測

成
墳
構
恵
器

平
古
遣
須
瓦

15-240 下事96 船山遺跡 平
成14年度公共下水道33工区
菅きょ築造工事

六万寺町 3丁 目
599-11 - 603
-8イ也

立 会

15527

15117

船
査

一中世期
儒
斜
瓦器。瓦

年
調
代
未
器

・

・５
次
時
は
土
器
土

成
６
生
構
生
師
出

平
第
弥
遺
弥
土
が

15-336 下事■3 岩滝山遺跡
平成14年度公共下水道23工区
菅きょ築造工事

上六万寺町1519
-3～ 1548-2
他

立会

15530

15,8,7

平成15年度報告
第9次調査
弥生～奈良時代
遺構は未確認
弥生土器・土師器・

須恵器・埴輪が出
土

15-403 下事132 鬼塚遺跡 平成14年度公共下水道24工区
菅きょ築造工事

箱殿 町469-19
～ 24他

立会

15,64

151031
船　儒鶴土

隣
期麟
器．測

成
世
構
師
器

平
中
遺
土
陶

15-406 下事136 北屋敷遺跡 平
成14年度公共下水道27工区
菅きょ築造工事

横小路町 3丁目
125～ 144他

立会
1569

15102

期
　
が

告
世
　
瓦

報
中
認

・

度

一
確
輪

年
代
未
埴

・５
時
は

・

成
墳
構
器
土

平
古
遺
瓦
出

15-407 下事 135 鬼塚遺跡 平成14年度公共下水道53工区
菅きよ築造工事

豊 浦 町635～
636イ也

立会
15527

151028

平成15年度報告
第28次調査
弥生時代～中世期
遺構は未確認
弥生土器。須恵器・
土師器・瓦器が出
土

15-530 下事169 河内寺跡 平成
14年 度公共下水道117工

区菅きょ築造工事
河内町414-7
～ 416

立会

15827

15121 土

止
口
　
　
出

報
　
認
が

度
　
確
瓦

年
　
未

・

・５
　
は
器

成
代
構
恵

平
古
遺
須

14-675 下事203 皿池追跡
平成14年度公共下水道21工区
菅きよ築造工事

喜里川町85-1
～ 101-1 立会

15129

16123

平成16年度報告
第 5次調査
弥生時代～中世期
遺構は未確認
弥生土器・土師器・

須恵器・瓦器・瓦
が出土
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届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名 調整場所 調査 調査期間 調査結果

15-902 司ヾ胃酵298 船 山
。上

六万寺遺跡
平成15年度公共下水道17工区
菅きょ築造工事

六万寺町 1丁 目
1029´-1030イ也

立会
16.1.14

16831

］
鉤
蝉

∋
時代． 中世期
軸
上器。須恵器．
器．瓦器．埴
皿

成
７
９
万
生
構
生
師
が

平
第
第
六
弥
遺
弥
土
輪

15-916 下事311 山畑古墳群 平成
15年度公共下水道34工区

菅きょ築造工事
条

ヽ

四
３０

H「305 ～
312´-481 立 会

16213

16514

平成16年度報告
第27次調査
弥生時代～中世期
遺構は未確認
弥生土器・須恵器・
土師器・瓦器・埴
輪が出土

16-106 下事務27 皿池遺跡 平成15年度公共下水道50工区
菅きょ築造工事

喜 里 ,II町 327、
86～ 120他 立 会

16219

16329

平成16年度報告
第6次調査
古墳時代～中世期
遺構は未確認
土師器・須恵器・
瓦器が出土

16-191 下事50 貝花遺跡 平成15年度公共下水道25工区
菅きょ築造工事

横小路町 2丁 目
514-520他 立会

16.48

1682

平成16年度報告
第 5次調査
弥生時代～中世期
弥生土器。土師器・
須恵器・陶器が出
土

16-314 下事75 北屋敷
・馬

場川遣跡
平成15年度公共下水道304工
区菅きょ築造工事

横小路町 4丁 目
417´～427

立会
1656

16726

屋
　
場
　
　
　
土
出

告
北
　
馬
　
代
　
生
が

報
ぐ
　
ぐ
　
古
認
弥
器

度
査
　
査
　
一
確

・
土

年
調
　
調
　
代
未
器
色

‐６
次
　
次
　
時
は
土
黒

成
１
＞
１６
ナ
文
構
文

・

平
第
敷
第
川
縄
遺
縄
器
土

16-334 下事82 植附遺跡 平成15年度公共下水道305工
区菅きょ築造工事

西石切町 3丁 目
164～ 166他 立会

16.83

161018

鵬
査

一中世期
坤
　
土師器．
輯

町
畑
嗽
胞
　
器．
・埴

成
１６
墳
世
　
恵
器

平
第
古
中
認
須
瓦

16-422 下事138 辻子谷遺跡 平成15年度公共下水道302工
区菅きょ築造工事

中石切町 2丁 目
243～ 245 立会

16830

16101

平成16年度報告
第 2次調査
中世期
遺構は未確認
須恵器 。土師器 。

瓦器が出土

16-501 下事153 植附遺跡 平成15年度公共下水道28工区
菅きょ築造工事

目

０可
・‐
町
４
切
３
、

幡
‐・

立会

16712

16101

韓雌
硼鞠
・緑釉陶器．鋤

・６
次

一
は
器
土
土

成
１７
代
構
恵
色
出

平
第
古
遺
須
黒
が

16-152 ]守
q日 39 山畑古墳群

平成年15度公共下水道44工区
菅きょ築造工事

条
他
四
４５
町448´～

立会

1667

17525

平成17年度報告
第28次調査
中世期
遺構は未確認
土師器・瓦器・瓦
が出土

74 16-633 下事184 法通寺跡 平成15年度公共下水道64工区
菅きょ築造工事

東石切町 1丁 目
595～ 843

立会
16114

1717

平成17年度報告
第3次調査
古墳時代～中世期
時期不明の石列を
確認
土師器・須恵器・
瓦器・黒色土器・

緑釉陶器・陶器・
石鍋・瓦が出土
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届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名 調整場所 調査 調査期間 調査結果

16-696 下事206 辻子谷遺跡 平成
15年度公共下水道63工区

菅きょ築造工事
中石切町 1丁 目
198～ 2■イ也

立会
17310

17627
須

生
口　　　　
　　　
。

報
　
　
認
器

度
査
　
確
瓦
土

年
調
　
未

・
出

・７
次
期
は
器
が

成
３
世
構
師
器

平
第
中
遺
土
恵

16-699 下事212 額田寺跡 工道水

坤鉾
年

よ
‐６
き
成
菅
平
区

南 荘 町300-4
他、東 山町724
他

本
ム
一立

1729

1745

平成17年度報告
第 3次調査
中世期
遺構は未確認
瓦器・土師器・瓦
が出土

17-57 下事19 岩滝山遺跡 平成
16年度公共下水道34工区
菅きょ築造工事

六万寺町 1丁 目
870～ 879

立会

1739

1784

船
査

一中世期
弾
　
削
魏

年
調
代
代
認
器
須

・７
次
時
時
確
土

。

成
１０
生
生
を
生
器

平
第
弥
弥
み
弥
瓦
土

17-148 下事56 馬場川遺跡 平成16年度公共下水道23工区
菅きょ築造工事

横小路町 3丁 目
721- 1147 立 会

17.59

17831

鵬
査

一中世期
弾
　
削
姓

年
調
代
明
　
器

・

・７
次
時
不
　
土
器

成
１８
文
期
認
文
恵

平
第
縄
時
確
縄
須

17-225 下事75 半堂
・貝花

遺跡
平成16年度公共下水道47工区
菅きょ築造工事

目

目
丁
丁
Ｈ
２料・他、他

横
５６
８７

立会

1776

171226

鵬
軸
鋤

・中世期
綿
斜
瓦器．陶
雄

年
調
調
代
未
器

・
輪

・８
次
次
時
は
土
器
埴

成
４
６
生
構
生
師

・

平
第
第
弥
遺
弥
土
器

17-228 下事90 出雲井遺跡
群

平成16年度公共下水道11工区
菅きょ築造工事

浦豊
８８

H「869 ～
立会

1776

18103

鵬
査

一中世期
綿
土師器。
器．銭貨

酢
畑
嗽
隊
器．
・陶
土

成
７
墳
構
恵
器
出

平
第
古
遺
須
瓦
が

17-269 下事99 法通寺跡 平成16年度公共下水道39工区
菅きょ築造工事

東石切町 1丁 目
856^ヤ 858イ也

立会

17930

18130

鵬
査

一中世期
線
上師器．
雌

隣
畑
賦
隊
器．
・埴

成
４
墳
構
恵
器

平
第
古
遺
須
瓦

17-436 下事160 上六万寺遺跡
平成17年 度公共下水道101工
区菅きょ築造工事

南四条町992他、
上六万寺町1962
他

立会
18412

1894

平成18年度報告
第10次調査
弥生時代～中世期
遺構は未確認
弥生土器・須恵器・
土師器・瓦器・埴
輪が出土

17-437 下事168 山畑古墳群 平成
17年度公共下水道10工区
菅きょ築造工事

」と 四 条 H丁1797
′-2035 立会

1792

18.821

上
四
　
　
　
土

報
　
　
　
出

度
査
　
認
が

年
調
代
確
器

‐８
次
時
を
土

成
２９
生
坑
生

平
第
弥
土
弥

17-593 下事204 上小阪遣跡 平成
17年度公共下水道15工区
菅きょ築造工事 新上小阪653 発掘

18119

18125

船査側の溝．落］　址土

隣
螂
”中刺
み．
器．測

成
７
代
期
込
　
恵
器

平
第
古
時
ち
認
須
瓦

17-778 下事39 縄手遺跡 平成17年度公共下水道菅きょ
築造工事 (末広町)

末 広 町947～
950

立会

1846

18412
土

生
四　
代
　
生

報
　
時
認
弥

度
査
生
確

・

年
調
弥
未
器
土

‐８
次

一
は
土
出

成
１９
文
構
文
が

平
第
縄
遺
縄
器
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届出番号 下水番号 遺跡名 居出の工事名 調場 所 調査 調査期間 調査結果

86 18-130 下事105 皿池遺跡 置警ぎ岳難金峯豪水淳
10EE
瑚
456～本 立会

18.解

1&凱15

87 18-131 下事106 芝ヶ―丘遺募 繁強肇筆棘
2笠区北石

―
切 HF1918

患 1940. ユ会
1賠7

19増7

露繕撰鏡磐審告

‰
88 18-392 下事174 芝ヶ丘越跡 蕃馨Y纂磐全彗

下水道18工区
J誕慰埋どを♂目立会

1&12お

19乱騎

89 13-51B 下事7 挑助走J十1鋤 宝町1653 立会
19a151

19a12 鰯 ど
90 18-369 下事154 河内寺跡 鸞

Hr697～
蛤
19'6

20呵K/7
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